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1. 2026年3月期第1四半期の連結業績（2025年4月1日～2025年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年3月期第1四半期 6,314 15.7 612 37.2 657 33.5 489 45.3

2025年3月期第1四半期 5,459 △0.8 446 △12.5 492 △10.8 336 △9.5

（注）包括利益 2026年3月期第1四半期　　615百万円 （52.0％） 2025年3月期第1四半期　　404百万円 （△14.2％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2026年3月期第1四半期 51.17 ―

2025年3月期第1四半期 35.23 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2026年3月期第1四半期 14,822 10,293 69.4

2025年3月期 15,070 10,059 66.8

（参考）自己資本 2026年3月期第1四半期 10,293百万円 2025年3月期 10,059百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年3月期 ― 0.00 ― 40.00 40.00

2026年3月期 ―

2026年3月期（予想） 0.00 ― 40.00 40.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

2025年３月期　期末配当金の内訳　普通配当35円00銭　記念配当５円00銭（誕生25周年記念配当）

3. 2026年 3月期の連結業績予想（2025年 4月 1日～2026年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 23,238 1.8 1,925 3.1 1,987 1.9 1,366 3.0 142.93

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年3月期1Q 10,800,000 株 2025年3月期 10,800,000 株

② 期末自己株式数 2026年3月期1Q 1,235,983 株 2025年3月期 1,235,936 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年3月期1Q 9,564,061 株 2025年3月期1Q 9,561,260 株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業況の変
化等により、上記予想数値と異なる場合があります。

　なお、上記予想に関する事項は添付資料の２ページを参照してください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用・所得環境の改善が続き、景気は緩やかな回

復基調で推移しました。一方で、欧米の政策動向や地政学リスクの長期化等による物価高騰の継続などの影響が懸

念され、依然として先行き不透明な状況にあります。

国内の情報サービス市場におきましては、企業のビジネス変革に向けた生成ＡＩなどの新技術を活用したデジタ

ル化（ＤＸ）の取り組みが継続しており、ＩＴ需要は堅調に推移しました。

このような環境において当社グループは、グループパーパス「社会とＩＴの未来をともにつなぐ（Connecting

people one world）」の下、財務・非財務の戦略を一元化したサステナビリティ経営を推進し、さらなるケイパビ

リティの拡大と企業価値の向上に努めてまいりました。

具体的には、クラウドネイティブ人材の育成によるＤＸ案件への対応力強化に加え、当社グループとしての営業

体制の強化やパートナー企業との連携強化により、多様化する顧客ニーズに対応することで中核事業の拡大に取り

組んでまいりました。また、次期成長事業の創出を目的とした社内ワーキンググループを立ち上げ、新たなビジネ

スモデルを検討するとともに、中長期的な事業基盤の強化に向けた事業提携・Ｍ＆Ａの取り組みを推進してまいり

ました。加えて、2025年4月にはサステナビリティ経営の取り組み強化に向けて、サステナビリティ推進委員会を設

置いたしました。

当第１四半期連結累計期間での動向を品目別に見ますと、コンサルティング及びシステムインテグレーションサ

ービスでは金融機関や通信事業会社などにおけるシステム開発案件が拡大いたしました。また、システムマネージ

メントサービスでは医療機関やセキュリティ事業会社向け基盤・環境構築案件がそれぞれ好調に推移し、前年同期

に比べ売上高は増加いたしました。

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は、6,314百万円（前年同期比15.7％増）となりました。利益面

は、営業利益612百万円（前年同期比37.2％増）、経常利益657百万円（前年同期比33.5％増）、親会社株主に帰属

する四半期純利益489百万円（前年同期比45.3％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第１四半期連結会計期間末における資産合計は14,822百万円となり、前連結会計年度末に比べ247百万円減少し

ました。これは主に「現金及び預金」の減少382百万円、「投資有価証券」の増加204百万円、「繰延税金資産」の

減少57百万円によるものであります。

（負債）

当第１四半期連結会計期間末における負債合計は4,528百万円となり、前連結会計年度末に比べ482百万円減少し

ました。これは主に「賞与引当金」の減少457百万円、「未払法人税等」の減少249百万円、流動負債の「その他」

に含まれる「預り金」の増加233百万円によるものであります。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は10,293百万円となり、前連結会計年度末に比べ234百万円増加

しました。これは主に「その他有価証券評価差額金」の増加129百万円、「利益剰余金」の増加106百万円によるも

のであります。

この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末の66.8％から69.4％となっております。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2026年３月期通期の連結業績予想につきましては、当第１四半期連結累計期間の業績及び現状の事業状況、事業

環境を勘案しました結果、概ね2025年５月12日に公表しました連結業績予想の範囲内で推移しており、現時点にお

いて同予想値に変更はありません。

なお、実際の業績につきましては、今後様々な要因によって予想値と異なる可能性があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,460,423 6,077,804

受取手形、売掛金及び契約資産 4,153,336 4,174,071

電子記録債権 7,581 -

商品及び製品 1,480 5,600

その他 196,758 189,581

流動資産合計 10,819,581 10,447,057

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 81,115 71,642

土地 116,992 105,941

その他（純額） 14,501 32,531

有形固定資産合計 212,609 210,115

無形固定資産

ソフトウエア 30,593 23,853

ソフトウエア仮勘定 529 529

のれん 114,274 108,561

顧客関連資産 111,428 105,857

その他 8,835 8,835

無形固定資産合計 265,662 247,636

投資その他の資産

投資有価証券 2,905,513 3,109,635

繰延税金資産 574,105 516,212

その他 292,575 291,505

投資その他の資産合計 3,772,194 3,917,353

固定資産合計 4,250,466 4,375,105

資産合計 15,070,047 14,822,163
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 946,412 950,504

１年内返済予定の長期借入金 100,000 100,000

未払金 303,136 252,116

未払法人税等 500,078 251,065

賞与引当金 1,186,074 728,925

役員賞与引当金 42,705 -

受注損失引当金 169,070 90,313

その他 416,770 872,971

流動負債合計 3,664,246 3,245,896

固定負債

長期借入金 240,000 215,000

退職給付に係る負債 979,122 942,165

繰延税金負債 31,088 29,161

資産除去債務 66,359 66,387

その他 29,800 29,800

固定負債合計 1,346,370 1,282,513

負債合計 5,010,617 4,528,410

純資産の部

株主資本

資本金 1,180,897 1,180,897

資本剰余金 1,111,189 1,112,962

利益剰余金 7,146,375 7,253,196

自己株式 △632,409 △632,460

株主資本合計 8,806,053 8,914,595

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,011,111 1,140,636

退職給付に係る調整累計額 242,265 238,519

その他の包括利益累計額合計 1,253,377 1,379,156

純資産合計 10,059,430 10,293,752

負債純資産合計 15,070,047 14,822,163
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

売上高 5,459,790 6,314,600

売上原価 4,288,384 4,961,059

売上総利益 1,171,405 1,353,540

販売費及び一般管理費 725,286 741,520

営業利益 446,119 612,020

営業外収益

受取利息 1,667 1,444

受取配当金 30,407 34,420

為替差益 4,544 -

持分法による投資利益 6,694 13,967

雑収入 3,485 960

営業外収益合計 46,798 50,792

営業外費用

支払利息 296 1,066

為替差損 - 2,244

雑損失 0 1,681

営業外費用合計 296 4,991

経常利益 492,620 657,821

特別利益

固定資産売却益 5 57,019

特別利益合計 5 57,019

特別損失

固定資産廃棄損 0 154

特別損失合計 0 154

税金等調整前四半期純利益 492,626 714,685

法人税等 155,760 225,301

四半期純利益 336,865 489,383

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

親会社株主に帰属する四半期純利益 336,865 489,383



アイエックス・ナレッジ株式会社(9753) 2026年３月期 第１四半期決算短信

― 6 ―

四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

四半期純利益 336,865 489,383

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 66,750 129,525

退職給付に係る調整額 1,158 △3,745

その他の包括利益合計 67,908 125,779

四半期包括利益 404,774 615,163

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 404,774 615,163

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

(税金費用の計算)

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法によってお

ります。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効

税率を使用する方法によっております。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

当社グループは、情報サービス事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

前第１四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

減価償却費 15,860千円 16,699千円

のれんの償却額 5,713千円 5,713千円
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（重要な後発事象）

（譲渡制限付株式報酬としての自己株式の処分）

当社は、2025年７月22日開催の取締役会において、譲渡制限付株式報酬としての自己株式処分（以下、「本自

己株式処分」という。）を無償で行うことを決議し、下記のとおり自己株式の処分を実施いたしました。

１．処分の概要

(1) 処分の期日 2025年８月８日

(2) 処分の株式の種類及び株式数 当社普通株式 6,665株

(3) 割当先 当社の取締役（社外取締役を除く）４名

(4) その他 本自己株式処分は、取締役の報酬等として無償で交付される

ものですが（会社法第202条の２）、公正な評価額として、本

取締役会決議の日の前営業日（2025年７月18日）における東

京証券取引所における当社の普通株式の終値（1,125円）に上

記の処分する株式数を乗じた金額（7,498,125円）を処分総額

としております。

２．処分の目的及び理由

本自己株式処分は、当社の取締役（社外取締役を除く）に対して、企業価値の持続的な向上を図るインセン

ティブを付与するとともに、株主の皆様と一層の価値共有を進めることを目的として、2022年４月28日開催の

取締役会において導入を決議し、また2022年６月23日開催の第44回定時株主総会においてご承認いただいた

「譲渡制限付株式報酬制度」を踏まえ、2025年７月22日開催の取締役会決議に基づき行われるものです。


